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Excel 2016クイックマスター基本編 追補情報 

Microsoft Office 更新プログラムの適用状況によるバージョンの違いや、ライセンスの種類、解像度等の環境設定によっ

て、コマンドの名称や画面の見え方等が本書に記載のものと異なる場合がございます。本書に沿ってアプリケーションを

操作する際に、記載の内容と異なる箇所がございましたら、適宜読み替えて学習を進めてくださいますようお願いいたし

ます。 

本書の発行後、アプリケーションの更新によって変化のあった箇所を以下に掲載いたします。以下の内容は、Excel 2016

で 2020年 1月に検証したものです。 

◼ スタート画面・Backstageビュー・ウィンドウの表示に関すること 

 スタート画面リニューアル 

 Backstage ビューリニューアル 

※操作手順にも変更あり 

旧：［ファイル］タブをクリックすると、Backstageビューの［情報］または［開く］が表示される 

新：［ファイル］タブをクリックすると、Backstageビューの［ホーム］が表示される 

◼ リボン・ボタン等の表示に関すること 

 リボン上の各グループ右下にあるダイアログボックスや作業ウィンドウなどを開くボタンのデザイン変更 

 リボン上のボタンの一部に表示される「▼」のデザイン変更 

 リボン上のボタンの大きさの変化（文字+アイコンのボタンがアイコンのみになるなど） 

 新しいボタン・グループ 

 ［ヘルプ］タブ新設 

◼ アイコン等のデザインに関すること 

 Excel を含む Office アプリケーションや Windows 標準アプリケーションのアイコンおよびファイルのアイコンのデ

ザイン変更 

 表示形式のアイコンのデザイン変更 

 ダイアログボックスを折りたたんで表示するボタンのデザイン変更 

◼ ポップヒントの名称に関すること 

区分 変更内容例 

テーマの色 旧：［25%灰色、背景 2］→新：［薄い灰色、背景 2］ など 

図形 旧：［左カーブ矢印］→新：［矢印：左カーブ］ 

旧：［円形吹き出し］→新：［吹き出し：円形］ など 

効果 影 旧：［オフセット（斜め右下）］→新：［オフセット:右下］ など 

ワードアート 旧：［塗りつぶし（グラデーション）-青、アクセント 5、反射］ 

→新：［塗りつぶし（グラデーション）:青、アクセントカラー5;反射］ など 

スタイル 旧：［テーブルスタイル（中間）3］→新：［オレンジ,テーブルスタイル（中間）3］ など 

グラフクイックカラー 旧：［色 3］→新：［カラフルなパレット 3］ など 
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◼ その他の変更箇所 

区分 該当箇所 変更内容 

既定値 p.124 5-2 グラフの編集 

「グラフの場所の変更」 など 
新規シート名の既定値変更 

旧：「Graph1」 

新：「グラフ 1」 

コマンド名 アプリケーション共通 ［描画ツール］-［書式］タブ内 

①［図形の塗りつぶし］ボタン・［文字の塗りつぶし］ボタンをクリッ

クして表示されるメニュー 

旧：［その他の色…］ 

新：［その他の塗りつぶしの色…］または［塗りつぶしの色…］ 

②［図形の枠線］をクリックして表示されるメニュー 

旧：［線なし］ 

新：［枠線なし］ 

p.18 1-6 セルの選択 

MEMO 

「●［クイック分析］ボタン」 

旧：［書式］タブ‐［書式の…］ボタン 

新：［書式設定］タブ‐［クリア…］ボタン 

p.79 3-6 列幅や行の高さの調整 

「列幅の調整」 など 

旧：［列幅］ダイアログボックス・［列幅］ボックス 

新：［列の幅］ダイアログボックス・［列の幅］ボックス 

p.180 7-3 論理関数 

「IF 関数」 など 

［関数の引数］ダイアログボックス内 

旧：［真の場合］・［偽の場合］ 

新：［値が真の場合］・［値が偽の場合］ 

p.196 8-1 リストの作成 

MEMO 

「●データ範囲の形式と数式の

拡張の ON/OFF」 

旧：［Excelのオプション］‐［詳細設定］‐［編集設定］ 

新：［Excelのオプション］‐［詳細設定］‐［編集オプション］ 

p.199 8-2 並べ替え 

「並べ替え」 など 
［並べ替え］ダイアログボックス内 

［並べ替えのキー］ 旧：［値］ 

 新：［セルの値］ 

［順序］ 旧：［昇順/降順］ 

 新：［小さい順/大きい順］※キーが数値の場合 

 ［古い順/新しい順］※キーが日付の場合 

動作 p.2 1-1 

「Excelの起動」 

旧：②［すべてのアプリ］をクリック。 

新：操作手順②が不要になった 

p.64 3-2 操作アシストの使い方 

MEMO 

「●ヘルプの使い方」 

旧：［○○のヘルプを参照］をクリックすると、キーワードに関する

ヘルプが参照できる。 

新：［以下に関するヘルプを表示：］の［○○］をポイントする

と、キーワードに関するヘルプを参照できる。 

※最新の追補情報はウイネットホームページ（https://wenet.co.jp）で公開しております。 

［商品カテゴリー］→［Microsoft Office］→［2016］を選択し、該当書籍の詳細ページをご確認ください。 
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